























行制、利用料金制）利用病院等を除いた 2015 年度 DPC












との相関係数は 0.3244、医業収支とは 0.1751 となり、と
もにプラスの相関がみられた。また無相関検定の結果、そ







0.2246 と p＜0.01 のプラスの相関がみられた。効率性係
数は r=-0.1435（p＜0.05）のマイナスの相関がみられた。 
機能評価係数Ⅱと医業収益との重相関係数 R は 0.6755
であった。偏回帰係数をみると、カバー率係数と効率性係
数は p＜0.001、複雑性係数は p＜0.01 の高度に有意なプ
ラスの相関がみられた。医業収支ではR＝0.4493であり、
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